
ふるさと納税の見直しの訴えを 給食でのアレルギー対策の見直しを

砂川中央北側地区まちづくりの推進を

意思表明をしていきたい 子どもの実態を正しく把握できるよう改善を図る

引き続き勉強会をサポートしていく

大沢　豊 ( 緑たちかわ ) 伊藤　大輔 ( 民進党・市民フォーラム )

須﨑　八朗 ( たちかわ自民党・安進会 )

ふ
る
さ
と
納
税
の
大
き
な
趣
旨
は
、

大
都
会
の
財
源
を
過
疎
の
自
治
体

な
ど
財
源
の
少
な
い
と
こ
ろ
へ
回
す
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
過
疎
の

自
治
体
の
う
ち
22
団
体
は
返
礼
品
を
そ
ろ
え

る
余
裕
も
人
員
も
な
く
赤
字
で
す
。
一
番
納

税
額
の
大
き
か
っ
た
宮
崎
県
都
城
市
は
42
億

円
の
収
入
で
返
礼
品
に
32
億
円
を
使
っ
て
お

り
、
本
来
の
税
以
外
の
目
的
に
消
え
て
い
ま

す
。
自
治
体
間
の
不
毛
な
競
争
で
、
税
金
が

失
わ
れ
て
い
く
制
度
だ
と
三
多
摩
各
市
と
協

働
し
て
国
に
訴
え
る
べ
き
で
す
。

２
月
、
１
週
間
後
の
給
食
で
使
用

す
る
食
材
に
つ
い
て
、
自
分
で
献

立
表
を
確
認
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
場
合

は
学
校
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
と
い
う
手
紙

が
、
子
ど
も
経
由
で
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

方
法
で
は
漏
れ
が
な
い
の
か
疑
問
で
す
。
100

パ
ー
セ
ン
ト
把
握
し
な
い
と
命
に
か
か
わ
る

た
め
、
以
前
の
事
故
発
生
以
来
、
自
己
申
告

制
を
改
め
全
家
庭
か
ら
の
聞
き
取
り
義
務
に

変
更
し
た
は
ず
で
す
。
も
し
前
提
だ
っ
た
確

認
を
漏
ら
さ
な
い
た
め
の
調
査
方
法
を
崩
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
見
直
す
べ
き
で
す
。

砂
川
中
央
北
側
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
勉
強
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
３
年
で
何
回
開
催
さ

れ
、
何
人
の
方
が
参
加
し
、
ど
う
い
う
地
域

の
方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
参
加
さ
れ
る
方
が
他
の
方
を
巻

き
込
ん
で
、
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
行
政
側
か

ら
は
働
き
か
け
を
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

地
権
者
全
員
が
参
加
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
地

権
者
に
共
通
認
識
が
芽
生
え
た
と
判
断
し
、

勉
強
会
は
中
止
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

税
収
や
地
方
交
付
税
だ
け
で
賄
う

こ
と
が
苦
し
い
地
方
の
創
生
と
い

う
概
念
で
発
足
し
た
の
が
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
で
す
。
総
務
省
か
ら
は
過
度
の
返
戻
、

金
券
で
お
返
し
す
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
い
て

お
り
、
制
度
の
趣
旨
を
逸
脱
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
住
民
税
は
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
方
の
会
費
と
い
う
原
点

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
本
市
で
は
住
民

税
の
基
礎
控
除
分
支
出
が
多
く
赤
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
か
の
席
で
意
思
表
明
し
て
い
き
た
い
。

学
校
で
は
年
度
初
め
に
１
回
保
健

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
最

初
の
調
査
が
非
常
に
重
要
で
す
。
保
護
者
へ

ア
レ
ル
ギ
ー
に
起
因
す
る
食
物
の
列
挙
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
年
１
回
の
調
査

で
は
学
校
に
よ
り
把
握
で
き
て
い
な
い
学
校

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
文
書
を
配
布

し
ま
し
た
。
今
後
、年
１
回
の
調
査
の
中
で
、

学
校
と
教
育
委
員
会
で
徹
底
し
て
ア
レ
ル

ギ
ー
の
食
物
や
、
ど
う
い
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
を
起
こ
す
か
を
正
し
く
把
握
で
き
る
よ

う
、
来
年
度
に
向
け
改
善
を
図
り
た
い
。

砂
川
中
央
地
区
Ｅ
地
区
に
お
け
る

勉
強
会
は
、
平
成
26
年
３
回
、
27

年
に
５
回
、
28
年
は
７
回
と
視
察
を
１
回
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
主
に
都
市
計
画

道
路
の
計
画
線
の
中
の
約
40
人
の
地
権
者
の

う
ち
、
１
回
７
、
８
名
の
方
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
地
区
全
体
で
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
、

方
向
性
を
持
て
た
と
い
う
状
況
で
は
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
基
地
跡
地
と
同
様
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
引
き
続
き

裏
方
に
回
り
勉
強
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が

ら
、
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
た
い
。
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立川・生活者ネットワーク緑たちかわ

▶�まちの維持に経常経費は必要。市独自の施策に予算づ
けをし、立川らしさが打ち出されることを期待。
▶�地域経済の活性化、新しい住民にあう柔軟な施策等を
進め、住みたいまちづくりのさらなる推進を。

▶�都が実施した「子供の生活実態調査」を活用し、子ど
もの実態を把握し、新たな貧困対策の打ち出しを。
▶�マイナンバーカードでの住民票等のコンビニ交付は、
１枚が3,128円もかかり、不必要な事業です。

「住みたいまち、住み続けたいまち」に向け、
市民との協働によるまちづくりを

子どもの貧困についての実態を把握し、
新たな政策を作りだすべき

たちかわ自民党・安進会公　明　党

▶�新年度予算が第４次長期総合計画の前期基本計画や各
個別計画に基づき、施策や事務事業の重点化を図る取
り組みや持続可能な行財政運営のさらなる推進を重視
していることを評価する。
▶�これから人口減、税収減が予想される中、行財政改革
を堅持し、安全・安心をより重視する視点を持ちなが
らさらなる改革に取り組まれたい。
▶�広域連携サミットなどの事業を評価し、それらを牽引
する市長の卓越したリーダーシップに期待する。

▶�公会計制度の円滑な導入により、財政の見える化が進
むことを期待する。
▶�「食べきり協力店」の募集・紹介、学校のトイレ改修事業、
第一小学校のサマー学童保育所、子どもの学習支援事
業の開始等について高く評価する。
▶�シティプロモーションやファーレアートの活用など文
化振興の取り組みを一層推進されたい。
▶�訪問理美容サービスやハチの巣駆除補助金の廃止は、
新たな事業としての構築も含め復活を検討されたい。

行政経営の視点に立ち
「恐れず、怯まず、丁寧に」予算執行を

文化・芸術振興や子育て・教育など
ソフト面のまちづくりの着実な実行を

民進党・市民フォーラム日 本 共 産 党

▶�防災・防犯の取り組みでは、マンホールトイレの整備
などを評価するとともに、学校の防犯対策など現場の
実情に即したさらなる取り組みを期待する。
▶�待機児問題に積極的に取り組んできたことを評価する
とともに、病児保育室の充実を含め、保育士の確保や
質の充実にさらに注力されたい。
▶�子ども未来センターを中心とする発達支援事業が、総
合的機能となるよう期待する。
▶�安全な給食への徹底した対策を講じられたい。

▶�若葉町の小学校の統廃合では、保護者や住民との丁寧
な合意形成を求める。
▶�小学校単独調理校を存続し、難病手当や家具転倒防止
器具給付等の廃止・削減は見直しを。
▶�雨水対策や生活道路、公園の整備などの市民要望に応
え、公共施設整備基金の有効活用を求める。
▶�横田基地へのオスプレイ配備に反対すべき。
▶�保育園・学童保育所の待機児童対策は、さらなる取り
組みを求める。

人を育てるための予算の拡充へ
舵を切ったことを大いに期待

今、地方自治体に求められているのは
市民福祉の増進と市民の暮らしを守ること


